
修復された掛軸「稲吉老松神社菅公縁起絵」の
第１幅「菅原道真公一代の伝記」修復前は折れや絵具の剥が

れなどがありました

「稲吉老松神社菅公縁起絵」
とは

19世紀に製作されたこ
の掛軸は、菅原道真（天神
さま）の生涯と死後の活躍
を場面ごとに描いたもので
す。このような内容のもの
を「天神縁起」と言います。
天神縁起はもともと絵巻
物として作られていました
が、江戸時代に庶民まで信
仰が広がると、一度にたく
さんの人が見ることのでき
るように掛軸の形になりま
した。この掛軸形式のもの
は、福岡県内で４例しか見
つかっていない貴重なもの
です。

掛軸の最後の場面（第２
幅）には当時の稲吉老松神
社の景観が描かれており、
神社の左側には宝満川や現
在も残る水路が見えます。
これは天神縁起の中でも
「ご当地縁起」と呼ばれる地
域オリジナルのもので、非
常に価値があることから、
令和元年に「稲吉老松神社
天神信仰資料」として小郡
市の有形文化財に指定され
ました。令和３年には、九
州国立博物館で開催された
「特集展示・天神縁起の世
界」でも展示され、注目を
集めました。
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これからの活用

令和５年２月15日、修
復された掛軸が小郡市に返
ってきました。修復後の半
年間は、特に虫やカビに弱
いことから、開かずに保管
して養生させなければなり
ません。
養生完了後、菅原道真の
命日２月25日にあわせ、
令和６年２月ごろに九州歴
史資料館で修復記念展示会
を開催します。その後は、
地元稲吉区で定期的に公開
される予定です。
また、保存会でも、稲吉
老松神社境内に絵馬掛所を
設けたり、縁起絵のレプリ
カを作成して展示したりす
るなど、多くの人に参拝し
てもらえるよう活動を進め
ていくそうです。

今回の掛軸修復事業は、
小郡市の宝物が蘇っただけ
でなく、修復のための活動
で地元稲吉区の地域おこし
にもつながりました。
これをきっかけに、皆さ
んの地域でも「地域の宝（ヒ
ト・モノ・コト）を大切に
したい」という思いが高ま
ることを期待しています。

保存会メンバー
（中央が山田会長）

地域の宝物を修復へ

稲吉区では、掛軸をはじ
めとした資料一式を、天神
信仰のよりどころとして大
切に守り伝えてきました。
しかし、長い年月を経る
中で傷みが深刻になりまし
た。特に、絵に入った亀裂
が深刻で、このままでは絵
具が剥がれ、元に戻らなく
なる危険がありました。
令和３年、掛軸の価値が
評価され、「公益財団法人
朝日新聞文化財団」から修
復費用の一部助成を受ける
ことが決定しました。地元
では「稲吉老松神社天神信
仰資料保存会」を立ち上げ、
修復事業を行うことになり
ました。

保存会会長　山田英昭さん
へのインタビュー

Q保存会で活動して、印象
的だったことは？
A小郡イオンで募金活動を
行った際、数人が縁起絵
に興味を示し、募金をし
てもらったことが印象的
でした。小さな子が「が
んばってください」と言
って募金してくれたの
は、とてもうれしかった
です。
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